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1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：坂本雅美（修復家・東北芸術工科大学講師）
当館の所蔵作品および常設展示に関連して実施されるプログラ　　　参加費：無料
ム。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「紙の修復」
．Fun　w、th　C。llecti。nフ。ン．ウィズ．コレクシ。ン　　　　議とデモンストレーションで紙の修復を適召介するプ゜グラム・
今回の「見る楽しみ．知る喜び宗教．芸術剰多繍」（詳細は　日時゜嚇：8月16日（土）13：3°一15・3°離
「R・E会惨照）では、当館の作品をより深く翻することを促すた　墜参カロ者：中学生肚（一般）儲
めにニキリスト教の聖書・芸術家・作品の保存修復の各分野におけ蓼欝慧美（1彦復家’東北芸術工科欄師）
る知識や情報を提供するプログラムを実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■FUN　DAY　2008ファン・デー〈宗教の視点から〉　、　　　　　　ふだん当館にあまり足を運ばない人に来館してもらうために、さまざ
黙驚鉱鍵論語を描いた絵画作品のギャラリートまなプ・グラムと共に常設購を無料開放する日・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：9月20日（土）、21日（日）　9：30－17：30　本館全体・前庭
弘 　一　　　　　　　　　　プ。グラム内容、①麟ツアー
日時・場所：q）8月5日（火）、8日（金）②8月12日（火）、15日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ギャラリートーク「常設展、この1点」　　　　　各日11：00－12：00、14：00－15：00展示室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③フォトサービス対象・参加者：一般30名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
1，mallj・
　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥ボランティア紹介コーナー参加費：常設展観覧料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一一般9月20日＝1，128名、21日・1，407名
〈芸術家の視点から〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■クリスマス・プログラム「イタリア・ルネサンスの画家と顧客と社会」
　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クリスマス・キャロル」
購゜嚇：8月2日（土）14：°°－15・3°離　　　　　クリスマスに教会で歌われる徽歌などを特集したアカペラのコ。
対象・参加者：一般67名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サート。講師：越川倫明（東京藝術大学准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：12月20日（土）、21日（日）　12：40－13：20、15：40－16：20
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本館1階ロビー（常設展入口付近）
「マティスとピカソ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画：西山奈々子
1　“1　，tJ：．・場所：8月30日（土）　14：00－15：30講堂　　　　　　　　　　　演奏：末千紘、谷原めぐみ（ソプラノ）、山崎春奈、坂上賀奈子（ア
対象・参加者：一般71名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルト）、小俣貴弘、田中研（テノール）、加来徹（バス）
講師：関直子（東京都現代美術館主任学芸員）　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般400名
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絵でたのしむクリスマス」〈僻修復の視点から〉　　　　　　　クイズや倉U作を通して天使が描かれた絵画偏を楽しむプ。グラ
「タピスリーの修復」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム。講義とデモンストレーションでタピスリーの修復を紹介するプログラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：12月20日（土）、21日（日）　10：00－ll：30、14：00－15：30
ム。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講堂・展示室ll時・場所：7月19日（土）　13：30－15：30　講堂・修復室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：6－　10歳の子どもと同伴の大人62名
対象・参加者：中学生以上（一般）20名　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料講師：h井美恵（修復家）
参加費：無料
「水彩画を素敵に見せるコツ　　もっとよく紙を知る」　　　　　　　　　2）特別展関連プログラム
紙の性質と水彩画をより良く見せる方法を紹介するプログラム。　　　　年3回開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジ
ロ時・場所：8月14日（木）　ll：00－16：00講堂　　　　　　　　　　　ウム、スライドトーク、ギャラリートーク、コンサートなど、
対象・参加者：高校生12名
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館1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　［ハンマースホイ展］
・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Lj　　9月30日（火）　参加者：86名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カール・ドライヤーの映画におけるハンマー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スホイの影響」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アネ・ビアギデ・フォンスマーク（コペンハー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲン、オードロブゴー美術館長）
10Jj4日（D　参加昔：120名
「ハンマースホイと象徴1競」
フ：・一リックス・クレマー（フランクフルト、シュテ
ー デル美術館学芸員）
11JJ2211（ll）　参加者：141名
「19．　Hlr紀末デンマーク、黒衣の女性が語るも
の」
田辺欧（大阪大学世界言語研究センター准
教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル展］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年2Jj2811（－h）参加者：96名
・講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「古典主義時代の変革　　新しい『黄金の世紀』のために」
時間・場所：14：00－15：30　講i堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブレーズ・デュコス（ルーヴルX1．術館絵画部キュレイター）
対象・参加費：一般・無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月7日（土）　参加者：90名
［ウルビーノのヴィーナス展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「17世紀ヨーロッパに流れ込んだアジアのモノ」
4月12日（土）　参加者：125名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田正（東京大学教授）
「イタリア文学におけるヴィーナスとその周辺人物たち」
浦一章（東京大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スライドトーク
4月19日（土）参加者：149名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間゜場所：18：00－18：40　展示室あるいは講堂
「《オランピア》から《ウルビーノのヴィーナス》へ　　近代絵画と伝　　　対象゜参加費：一“般゜無料ただし展覧会観覧券が必要
統」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ウルビーノのヴィーナス展］
三浦篤（東京大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：渡辺晋輔（当館主任研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月11日（金）25日（金）、5月9「1（金）5月10日（土）　参加者：103名
「ルネサンス美術に表わされたヴィーナス　《ウルビーノのヴィー　　　　参加者：計353名
ナス》を中心として　」
渡辺晋輔（当館主任研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コロー展］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：鈴木伸子（東京藝術大学大学院）
［コ。一展］　　　　　　　　　　　6月20日（金）・7月11日（金）25日（金）・8J’J8日（金）22日（金）
6月14日（土）　参加者：124名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計565名
「今なぜコローか」
ヴァンサン．ポマレッド（ル＿ヴル美術館絵画部長．統括学芸員）　　　　　［ハンマースホイ展］
高橋明也（三菱一号館美術館長．当館客員研究員）　　　　　　　　　　スライドトーク：佐藤直樹（当館主任研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月10日（金）24日（金）
7月6日（日）　参加者：102名
「コロ＿と日本人：受容とコレクションの歴史」　　　　　　　　　　　　スライドトーク：萬屋健司（大阪大学大学院）
井出洋一一郎（東京純心女子大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　11月7日（金）21日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計382名
7月27日（日）　参加者：135名
「コロー19世紀美術の体現者」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル展］
高橋明也（三菱一号館美術館長・当館客員研究員）　　　　　　　　　　スライドトーク：高城靖之（慶慮義塾大学大学院）
8月3日（日）　参加者：134名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月6日（金）27日（金）
「風景画家コローが描く人物画」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計242名
隠岐由紀子（帝京平成大学専任講獅）
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グループに分かれて所蔵作品を使って作成したカルタで遊び、そ
の後カルタにした実作品を展示室で鑑賞した、、次に参加者は展示
室で選んだ絵の読み札をつくり発表した（内容は61111とも1司じ）
対象：6－10歳の子どもと同伴の大人
日II寺：4月12日（土）＊’1：前のみ26日（土）、5月10日（ll）＊’il前のみ
　　24日（一上二）　　10：00－ll：30、14：00－15：30
参加者数：計105名
「イチ、二、サン、シ、Go！ロダン」
ゲームを通して体と心をほぐし、ペアやグループになって体でいろ
いろなモノを表現した。彫刻家と彫刻のゲームをした後、展示室に
行きロダンの彫刻を鑑賞した（内容は12回とも同じ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：7月12日（土）26日（土）、8月9日（土）〆23日（土）、9月13日（L）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27日（土）　10：00－ll：30、14：00－15二30
°コンサート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数：計204名
「コローの音楽趣味」
コローは音楽を愛し、しばしばその作品にも楽器を登場させている　　　「ワン・だふる・びじゅつかん」
が、マンドリンとハープによる楽曲を中心に、コローと同時代の音楽　　　絵に描かれた犬に着目したプログラム・所蔵絵画作品に描かれた
を楽しむコンサート。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬を主人公とする物語を聞いた後・展示室で犬が描かれた絵1町作
日時：7月10日（木）　18：00－20：00（17：30開場）　　　　　　　　　　　品を鑑賞し・最後は紙袋を利用して犬を作った（内容は4回とも同
場所：企画展示ロビー（B2F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ）°
企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学演奏芸術センター助手）　　　　　対象：6－・10歳の子どもと同伴の大人
照明：海藤春樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：2009年3月14日（土）28日（土）　10：00－ll：30・14：00－15：30
演奏：青山忠、小野朋子（マンドリン）、岩城晶子（ハープ）、北川森　　　　参加者数：計53名
　　　央（フルート）、原裕子（ヴィオラ）
制作アシスタント：西山奈々子　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）学校関連プログラム
対象・参加者：一般100名　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スクール゜ギャラリートーク
参加費：1，500円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館の常設展示作品について・ボランティアスタッフが中心となって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施している予約制のプログラム。
・障がい者のためのプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度：2，122名（75件）
「コロー展特別鑑賞会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未就学児童；28名（1件）・小学生＝1，046名（25件）・中学生＝788名
コロー展の作品について、30分程度の概要説明を講堂で行なった　　　　（37件）・高校生以上二260名（12件）
後・参加者に白由に鑑賞してもらうプログラム。　　　　　　　　　　　．オリエンテ＿ション
日時：6月28日（上）　18：00－20：00　　　　　　　　　　　　　　　　大人数の団体を対象に、講堂で行なう常設展あるいは特別展につ
参加者：147名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いての予約制の解説で教育普及室が実施している。
共同実施：『菱商事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度：979名（14件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学生＝587名（7件）、中学生＝172名（1件）、高校生以上・220名（6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件）
3）ファミリープログラム
ファミリ＿プログラムは、常設展が無料観覧となる各月の第二．第四　　　　’職場訪問
雌日に行なわれる．常譲示室で利用する家族向けの鑑賞用　¶多学旅行あるいは総合学習の環としてグループで来館する生
教材「びじゅつ一る」の無料貸与と、コレクシ。ンの鑛と創作など　徒を対象に・教譜及室が対応している・
の体験がセ。トになった「どようびじゅつ」があり、いずれも教龍　　2°°8年）S：46名（11件）
及室とボランティアスタッフによって運営、実施されている。　　　　　　　中学生＝44名（9件）・高校生以上＝2名（2件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口先生のための鑑賞プログラム
・びじゅつ一る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別展ごとに小・中学校、高校の教員を対象に、展覧会の趣旨や
工事で新館閉室のため中止。　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもな作品について、展覧会担当者が講’lliで行なう解説，
．どようびじゅつ　　　　　　　　　［ウルビーノのヴィーtス展］
　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iili占…：4月4日（金）　　18：00－18：40
製綴誹欝鴇灘灘㌻鰹嵩諜　劇ll1糊謙；齢蹴
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［コロー展1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39月411（木）　「FUN　DAY」について
lIll，S・：6Jj271i（石究）　　18：00－18：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1　10’」1611（ノトこ）08イ1三1斐1｝1∫1Ul（1）21斥重力0）払乏り」区り
講師：陳岡めぐみell館研究．I　D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　511月7日（金）新規ボランティア’lijtj　f：続き　ボランティア研修概
勧il者：47名（他、観覧・）み29名）　　　　　　　　　　　　　要1・1側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　611JJ14］1（金）コレクション概説（新藤淳、陳lifiJめぐみ）
［ハンマースホイ展｝　　　　　　　　　　，111128i除）1，・1晒洋矧・飾腰（榊槻）
li時：1（川71除）1（1・°°－2°・°°（レクチヤー18・°°－18・4°）　　　　　｛iJI・｛、参糊．センターC、ついて（J］II－1雅子）
講師：佐藤ll腔1：樹el1館iモ任研究員＞　　　　　　　　　　　　　　　　812J15H（金））ご術館lj！n要．教育普及活動について（寺島洋子）
参hll　K・：繍（他・観覧a）み2°7，）　　　　　　　　　　企1畷関連、、教苗働について（横山佐紀）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cgi12Jj1911（金）ボランティア・ゼミ（追術史関連）アートカードの
■夏期教員研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介と実施
東京都中学校）こ術教育研究会武蔵野lli小中学校美術研究会　　　　　1011　H9．　1　1（金）　コレクション概説（渡辺晋輔・村上博哉）
国、k西洋）ご術館h同研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　111月2311（金）コミュニケーションに関する講義（石澤典夫、NHK
日時・場所：7月31日（木）9：30－15：30　国、ltl西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　アナウンサー）
参加者：84名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示室でのお客様の対応について（齊藤亮・協
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄ビルメンテナンス）
東京都図1【lli　L作研究会東京国立近代美術東京都現代美術館　　　　⑫1月25目（1，1）講1寅「ル・コルビュジエと本館」（山名義之）
国、k西洋美術館合同教員研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演「ル．コルビュジエとli本近代建築」（松隈洋）
日時゜場所：8月251　1（月）9：30－17：00東京国立近代美術館工芸館　　　　爲｝2月5日（木）　r一ども向けト＿クについて（芋島洋子）
参加者：78名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアAの活動内容について（藁谷祐f．）
その他に区、市単位で実施した教員研修　　　　　　　　　　　　　　’14・2月1211（木）どようびじゅつ「ワン・だふる・びじゅつかん」トライ
参加者：118名（7件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll512月18日（水）新規ボランティアによるスクール・ギャラリートーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱2月26日（木）　新規ボランティアによる模擬スクール・ギャラリート
5）ボランティア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーク
’iG館では・2004年にボランティア制度を・Zちヒけs｝その年の後半か　　　　⑰3月8日GD　新IlIスタッフ会合、活動のオリエンテ＿ション
ら活動を開始した・ボランティアスタツフは・ファミリープログラムと　　　　⑱3月14川ヒ）どようびじゅつ見学およびプログラム補助
スクール’ギャラリートークを中心に活動を行なっている・また・活　　　　⑲3月28LI（D　どようびじゅつ見学およびプログラム補助
動に必要な知識や技術を身につけるため、年間を通じて随時研修
にも参加している・9月には第21iIl日のボランティア泰集を行ない・　　　＊スクール．ギャラリ＿ト＿クの評価　7月2511（金）
従来の15名CO8年）に加え、新たに19名が加わった、，新蜆ボランテ
ィアスタッフは、来年皮からの活動に向けて、ll月以降さまざまな事
前研修に参加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）インターンシップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館では、西洋）ご術に関心をもつ人材の育成と、’iG館の活動をよ
・2006年度の活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り広く理解してもらうことをH的として、大学院生以ヒを対象とした
IlIファミリープログラム（ファミリープログラム欄参照）　　　　　　　　　インターンシップを実施している。当館職員の指導のもと、研修生
どようびじゅつ：体験型プログラム「どようびじゅつ」におけるトーク　　　　は所蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、そ
　　　　　　　および創作などの補助と有志による企画・　　　　　　れそれが希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携
12、スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）　　　　　　　わる。
学校の児竜生徒向け対話型トークの実施n　　　　　　　　　　　　　［教育普及室］
13その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターン：三石恵莉・福田京、江ll奇瑠璃r－
・ 9Jj2011（Il）、21日G］）に行なわれた「FUN　DAY」にて、ボランティ　　　期間：5月1日一2009年3月31H
　ア紹介コーナーを設け、ディスプレイの制作（有志）、当1」の紹介　　　指導：芋島洋∫・
　コーナーの運営を行なった。また、一般に向けた美術品のギャラ　　　　内容：11建築をテーマとしたプログラム企画
　リートーク（所蔵作品の10分問トーク）を行なった。　　　　　　　　　　　　2］本館建設に関連する資料整理
゜ 12月2011（ヒ）・21H（H）に行なわれた家族向けプログラム「絵で　　　　［絵画・彫刻・版画素描室］
　たのしむクリスマス」のプログラムを企画゜実施した。　　　　　　　　インターン：川代イ∫甚
．2008、・、1渡の研修　　　　　　　　　　　期間：4JJ2111“8J」31日
rl〕4川9日（：ヒ）、i衛寅会スク＿ル．ギャラリ＿ト＿クの新コ＿ス発　　　指導：高梨光正
　　　　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：当館所蔵作品（絵画・彫刻・素描）の寿術史的研究、所蔵品
r／1　6月12日（木）どようびじゅつ「イチ、二、サン、シ、Go！ロダン」トラ　　　　　　カタログ編纂のための資料収集補佐
　　　　　　　イアル
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［絵画・彫刻・版画素描室］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤厚∫・（客員研究員）
インターン：矢野ゆかり　　　　　　　　　［ボランティアスタ。フ］
鵬：4月17日一8月31日　　　　　　　　　．」・J］，購まりえ、石川倣II子磯「Ei、Hfi［子」杜、好、栗盛苑fi、　ll！
指導：大屋美那　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広江、柴田若菜、白田．詠子、鈴木由紀、長ル靖f、檜谷錦f“、
内容：展覧会準備、カタログ編集業務などの補佐のうち、イギリス近　　　　　　平賀恵美、別所恵代、三好美智子、横占llミサコ
　　　　代美術の関する内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．二期：新井智子、伊藤敬子、小川滋、小竿真紀、澤野暖・、谷日武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教、寺嶋直子、中野恵子、中村宏美、橋本典・∫・、畑中たまき、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜田明美、福良恵子、文屋信男、前田直哉、道岡T穂、森保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裕恵、山本三津江、吉田文子
7）他組織との連携
・東京都立飛鳥高校課外授業への協力
1－i時：6月13日（金）、10月24日（金）とFun　with　Collectionのプログラ
　　　　ム　合計10時間以上
内容：Fun　with　Collection参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Programs　Related　to　the　Permanent　Collection
参加者：10名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Fun、with．Collection
・ヒ騙校「奉仕」言果外授業への協力　　　　　：1鵬濃鴨1㍊灘謝慧號溜膿認1諜離
日時：7月9日（水）、12月12日（金）15日（月）19日（金）20日（土）　　　　for　details）．
　　　　21日（日）　合計24時間
1胎・「絵でたのしむクリスマス］・CD＊甫助作業　　　　縮舗鳶燃1瀧鷲1：、。B、b1。・
参加者：5名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focusing　on　biblical　st（）「les　and　the　lives　of　the　saints，　the］ectu「e「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　introduced　the　main　religious　themes　found　in　various　art　w（）rks．
・東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教　　　　1）August　5（Tue・）；8（Fri・）
育・研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）August　l2（Tue・）；15（F「i’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xTalks　are　held　at　l　l：00－12：00　and　l4：00－15：00　each　day
期間：4月1日一2009年3月3111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturers：1）Mutsuki　Iwaya（Graduate　Student，　Tokyo　University　of　the
内容：文化資源学研究専攻0）・一一層の充実と、当該研究科の学生の　　　　　　　　A「ts）
　　　　資質向上を図り、相々二の教育・研究の交流を促進した。　　　　　　　　　2）Hi「oyo　Hakamata（G「aduate　Student・　Tokyo　Unive「sity　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Arts）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fee：Admission　fee　to　the　Collection　Exhibition
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：30
8）出版物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．The　Artist，s．Role、in、Art＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ltalian　Renaissance　Painters，　their　Patrons　and　Societジ
日展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）　　　　　　　　　　　　　　　August　2（Sat．）14：00－15：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Michiaki　Koshikawa（Associate　Professor，　Tokyo　University（，f
・展覧会作品リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the・Arts）
展覧会の概要と出晶作品リストを含む無料配布の作品リスト　　　　　　Fee：．　f「ee　of　cha「9e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：67
［コロー展］　　B4（　：つむ〒り）
1ハンマースホイ展］　B4（－1つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　“Matisse　and　Picasso”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　30（Sat．）14：00－15：30
1ルーヴル展］　B4（二つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Naoko　Seki（Chief　curator　of　the　Museum　of　Contemporary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art，　Tokyo）
・ジュニア・パスポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fee：free　of　charge
展覧会の入場券を兼ねた小・中学生を対象とした展覧会ガイド　　　　　Pa「ticipants：71
［コロー展］　A4（．一一1つま斤り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Conservation・s　Role　in　the　Arts＞
［ハンマースホイ展］B4（iつ折り）　　　　　　　　　　　　　　　“Tapestry　Conse「vation”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Methods　of　restoring　textile　works，　taught　through　lectures　with
［ルーヴル展］　円形Dl3cm（二つ折り）　　　　　　　　　　　　　demonstrations．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　July　19（Sat）13：30－15：30
■ゼフユロス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：over　13years－olds
’IG館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季刊（年4　　　Lectu「e「：Mie　lshii（Resto「e「）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fee：free　of　charge
llIDのニュースレター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：20
2007年度：No35－No．38　A3（．三つ折り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺島1仔・横山il・・紀・藁谷材i子）　蒲繍gwcasing　Wate「c°：°「s　i”　Fascinating　Ways：Le…（’「e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　nature　of　paper　was　taught，　to　find　out　ways　of　makillg　your
スタ・フ・リスト　　　　　　　　麟鼎溜1備猫1
［教僧及室］　　　　　　　　鑑鵬鼠謡匙1鼎舗（R。，，。re，，　Lec，ur。，。，　T。h。k、、　U，11ve，、、，y。，
、￥島1’β．了・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arts　and　Design）
横1嚇己　　　　　　　　　臨：i翻甚lll「ge
葉谷祐．了・
・1繊宏　　　　　　　　　麟1£‘：1｝s潔瓢w。rks。。［，、，ll　Pe，　was，、ught　thr，）．，h　l。dure。　w、，1，
う・1
demonstrations. "('orot and the Japanes(:': I'listory of Japan's Reception of Corot andAtigust 16(Sat.) llS:1{O-15:ISO ('olle{'tioi) Autivities in Japan"
Target: ov'er 13 〉'ears-olds Jul,xx' (j (Stm,)Lectur(ir: Masami Sakamoto (Restorer. lpcturer at Tohoku tlnivvrsity oi' [.{}('tur(,ri Yoichiro lde (Professor, Tokyo Junshin Women's College)
       Arts and l)esign) l'a rticipants: 102l･kie: fr(i(, of cliEwgci
I'articipants: 17 "Corot: Thv E:nbodiment of 19th Centuty Art"                                                               JiLly 27 (Sun,)
-FUN DAY Ixiuturer: Akiya Takahashi (t)irector, Mitsubishi lchigokan Museum,A twoctay program uonsisting of a variety of {svc,nts and fr(,e acc(iss to '1'okyo; (in(ist Researcher, NMWA)
the Permatient Collection (ial]eric.,s held to encourngv thos{/i who Participants: 1135
normally doii't visit the mtiseum to veriture inside for th(.} first tim{.).
1)ates: S(}ptemt)er 20 (Sat,) and21 (S"n.) 9:30-17:130 ""'I'he Figure PaintiT)gs by theI.andscape Painter Corot"Programs: August [3 (Sun.)  a. Architectural tour Lecturer: Yukiko Oki Instructor, Teikyo Heisei University)
  I). Gallery Talks "One Work in the Permanent Collection Galleries" Participants: 134
  c. Photo service
  d. Puzzle Aseries of lectures related to the exhibition "Vilhelm Hammersh¢i"  e, Forecourt Concerts "Hammershoi's lnfluence on the Films of Carl Theodor Dreyer"  f. Volunteer Staff Corner September 30 CTue.)Participants: September 20: 1,128; September 21: 1,407 Lecturer: Anne-Birgitte Fonsmark (Director of the Ordrupgaard Museum,
                                                                      Copenhagen)iChristmas Program Participants: 86"Christmas Carols"
From carols sung in churches in the Christmas season to popular songs, "Hammersh¢i and Symbolism"
this acapella concert featured a range of festive Christmas songs. October4 (Sat.)
December20 (Sat.) and 21 (Sun.) 12:40-13:20 15:40-16:20 Lecturer: Felix Kramer (Chief Curator of the 19th Century and CIassic
Organizer: Nanako Nishiyama (Tokyo University of the Arts) Modern Painting and Sculpture Collection, Stadel Museum,
Musicians: Chihiro Sue, Megumi Tanihara (sop.), Haruna Yamazaki, Frankfurt am Main)
         Kanako Sakaue (alO, Takahiro Omata, Ken Tanaka (ten,), Participants: 120
         Toru Kaku (b.)
Fee: free of charge
Participants: 400
"Enjoying Christmas through Paintings"
Using quizzes and creative projects, participants enjoyed
learning about a painting of angels.
December 20 (Sat.) and 21 (Sun.) 10:OO - 1 1:30 14:OO - 15:30
Target: Children aged 6 - 1O and accompanying adults
Fee: free of charge
Participants: 62
2) Programs Related to Special Exhibitions
n Lectures
All 14:OO - 15:30, Auditorium, free of charge
A series of lectures related to the exhibition "Venus of
Urbino"
"Venus in Italian Literature and Those around Her"
April 12 (Sat.)
Lecturer: Kazuaki Ura (Associate Professor, Tokyo
University)
Participants: 125
"From Olympia to Vl?nus of U}'bino: Modern Painting and
Tradition"
April 19 (Sat.)
Lecturer: Atsushi Miura (Professor, Tokyo University)
Participants: 149
"Venus as Portrayed in Renaissance Art: Focusing on lxk?ntts
of' Urbino"
May 10 (Sat.)
Lecturer: Shinsuke Watanabe (Curator, NMWA)
Participants: 103
A series of lectures related to the exhibition "Corot"
"Corot: A Musical Conception of Painting"
June 14 (Sat.)
Lecturer: Vincent Pomarede (Senior Curator, Director of
participanM/sUSiei4M'TOkYO' GUeSt ReSearCher' NMWA) t' " n'. '"4..f-; il･ tti.lrpt}? ',:x･v. t/eeii l,; tSflll'lk.I."woIs:f ,;〉,., . -'' i' :di,ie',. '"""
.3'-
"Nineteenth Century Denmark: As Told by the Woman in the Black iBiju-tool
Dress" Suspended due to the renovation of the New Wing,October 22 (Sat.)
Lecturer: Uta Tanabe (Associate Professor, Research Institute for World -Doyo Bijutsu (Saturday art workshop)
       Languages, Osaka University) This program consists of art appreciation in the Museum Collection
Participants: 141 Galleries and creative activities in the workshop room. Three programs
                                                               were run during this fiscal year.
A series of lectures related to the exhibition "The Louvre"
"Revolution inaClassicist Age: ForaNew `Golden Age'" "Let's play Ktiruta with Art"
February 28 (Sat.), 2009 After playingaKaruta game based on works in our p( rmanent
Lecturer: Blaise Ducos (Curator, Painting Department, Louvre) collection, families went to the exhibition room to look for the paintings
Participants: 96 depicted in the museum's karuta cards. The families created some
                                                               verses which matched the paintings they chose. At the end, they shared
"Asian Goods that Made their Way to 17th Century Europe" their own karuta with others by reading out the verses they made. (The
March7(Sat.), 2009 same program was repeated6times,)Lecturer: Masashi Haneda (Professor, Tokyo University) April 12 (Sat.), 26 (Sat.), May 10 (Sat.),24(Sat.) 10:OO-11:30, 14:OO- 15:30
Participants: 90 Total participants: 105
-Slide Talks "Ichi, Ni, San, Shi, Go! Rodin"All 18:OO-18:40, Lecture Hall, free of charge Participants relaxed by playing games that involved body movement.
                                                               They then divided into several groups and posed as "an object" using
Related to the exhibition "Venus of Urbino" their bodies and their imagination. After becoming both sculptor and
April 11(Fri.),25 (Fri.),May9(Fri.) sculpture, the whole group went to the galleries to look at Rodin's
Speaker: Shinsuke Watanabe (Curator, NMWA) sculptures. (The same program was repeated 12 times.)
Total participants: 353 July 12 (Sat.), 26 (Sat.), August9 (Sat.), 23 (Sat.), September 13 (Sat.),
                                                               27 (Sat.) 10:OO-1Ii30,14:OO-15:30
Related to the exhibition "Corot" Total participants: 204
June 20 (Fri.), July 11 (Fri.), 25 (Fri.), August 8 (Fri.), 22 (Fri.)
Speaker: Nobuko Suzuki (Graduate School of Tokyo University of the "Bow-wow Wonderful Museum"
       Arts) This program focused on dogs depicted in paintings at the museum.Total participants: 565 After enjoyingastory aboutadog inapainting, families went to the
                                                               gallery to look for the dog in the story. They also looked at other dogs in
Related to the exhibition "Vilhelm Hammersh¢i" other paintings. At the end, they created their own dog by using paperOctober lO (Fri.), 24 (Fri.) bags and other materials. (The same program was repeated4times.)
Speaker: Naoki Sato (Curator, NMWA) March 14 (Sat.), 28 (Sat.) 2009 10:OO-11:30, 14:OO-15:30
November7(Fri.), 21 (Fri.) Total participants: 53Speaker: Kenji Yorozuya (Graduate School of Osaka University)
Total participants: 382
                                                               4) School Program
Related to the exhibition "The Louvre"
March6(Fri.), 27 (Fri.) -School Gallery TalkSpeaker: Yasuyuki Takashiro (Graduate School of Keio UniverSity) This reservation-only program involved group tours of the Museum
Total participants: 242 Collection Galleries, led primarily by Volunteer Staff members.
                                                               Participants:iConcert Under age of 6: 28 (l group)Related to the exhibition "Corot" Primary School (aged7to 12): 1,046 (25 groups)
"Corot's Musical Taste" Junior High School (aged 13 to 15): 788 (37 groups)
Corot loved music and musical instruments often appear in his Over age of 16: 260 (12 groups)
paintings. Focusing on works for the mandolin and harp, this concert Total participants: 2,122 (75 groups)
presented museum from the time of Corot.
July lo (Thu.) 18:OO-20:OO, Lobby of Special Exhibition Gallery iSchool Slide Talk
Organizerand Lecturer: Keiko Takii (Tokyo University ofthe Arts) This program requiring reservations involved Education Department
Assistant: Nanako Nishiyama (Tokyo University of the Arts) staff members presenting lectures explaining the works on display in the
Lighting Design: Haruki Kaito Museum Collection Galleries or special exhibitions. These talks were
Musicians:Tadashi Aoyama, Tomoko Ono (Mandolin), AkikO IWaki aimed at large-scale audiences and held in the lecture hall.
        (Harp), Morio Kitagawa (Flute), Yuko Hara (Viola) participants:
Tickets: 1,500 yen Primary School (aged7to 12): 587 (7 groups)Participants: 100 Junior High School (aged 13 to 15): 172 (l groups)
                                                                 Over age of 16: 220 (6 groups)
-Program for the Disabled Total participants: 979 (I4 groups)Special Viewing Session for the Corot Exhibition
After a 30-minute general explanation of the works in the COrOt -Museum Visit for Extracurricular Activity
exhibition, visitors were allowed to freely enjoy the exhibition･ These group visits involved middle school and high school students in
June 28 (Sat.) 18:OO-20:OO coordination with their Integrated Courses at school. The Education
With Support by: Mitsubishi Corporations, Inc. Staff members guided these groups, and provided information regarding
Participants: 147 acurator's job, art works, and the art museum itself,
                                                               Participants:
                                                                 Junior High School (aged 13 to 15): 44 (9 groups)3) Family Program Over age of 16:2(2 group)The Family Program is a free program held on the 2nd and 4th Saturdays Total participants: 46 (1 1 groups)
of every month, aiming at children aged 6 - 10 and accompanying
adults. Two different programs, "Biju-tool'" and "Doyo Bijutsu" (Saturday -Teachers' Program
art workshop), are conducted by members of the Education This program has been designed for elementary, middle school, and
Department staff and Volunteer Staff. high school teachers and other educational staff tnembc rs. The program
                                                               includes a brief overview of the exhibition's contents, discussion of a
                                                               few works on display and free entry to the exhibition,
56
All 18:OO-18:40, Lecturellall, fre(' of cliarge I)ecember 19(Fri.) Workstiops on a Way of Seeing Art Works /
                                                                               [ntrodtic'tion of Art Card
Related to the exhibition "Venus of Urbino" .lanuafy･ 9(Fri,) 1.c ctur(sL`Itaiian Old Mast(.,r Painti"gs" by ShinstLkeApri14(Fri.) Watanabc,t and "Paintings in the 20th c.'entury" 1)yI.ec'turc,r: Shinsuke Watanalx (Curator, NMWA) Hiroya Murakami
Participants: IL,'4 (Exhit)ition viewii)g oiilYi 511) January 23 (Fri,) Lc)cturc,s "Comm{Lnic'atioii and Voic:e Projc..ctioi)"
                                                                               by Norio Ishizawa (NHK broadcaster) and
Related to the exhibition "Corot" "Inforination oii Visitors at the Museuin" by RyoJune 27 (Fri,) Stiito (Kyoei Building Maintenance Cornpany)I.ecturer: Megumi Jingaoka (9urator, NMWA) January 2s (stm.) Lectures "I.e Corbusier an(i the Main Building" by
Participants: 47(Exhibition viewiiig only: 29) yoshiyuki Yan)aiia and "Le Corbusier and Modern
                                                                               Architecture in .Japan" i)y Hiroshi Matsukuma
Related toth.e. exhibition "VilhelM HaMMerSh¢i" Februarys(Thu,) Lectures "conducting Tours for Children" by YokoOctober17(Fn,) 'rerashima and "Volunteer Activities at theLc cturer: Naoki Sato (.Curato{, NMWA) Museum" by Yuko Waragaiparticipants:35(ExhibitionvieWingOnlY:20) February12(Thu,) Trial of Doyo Bijutsu prograM "BOW"WOW
                                                                               Wonderful Museum"iTeachers' Summer SeminarsJuly 31 Crhu.) 9:30-15:30, NMWA, Free of charge February 18 (Wed.) Observation of School Gallery Talk (for new staff)
Organized with Musashino City Study Group of Primary School and February 26 CI'hu.) Trial of School Gallery Talk by new staff members
Junior High School Art Teachers' Study GrOUP Marchs (sun.) Meeting for all the volunteers to get acquainted
Participants: 84 March 14 (sat.) observation of Doyo Bijutsu program (fOr neW
                                                                               staff)August 25 (Mon.) 9:30 - l7:OO, National Museum of Modern Art, Tokyo,Crafts Gallery, Free of charge March 28 (Sat.) Observation of Doyo Bijutsu program (for new
Organized with Tozuken, the National Museum of Modern Art, Tokyo Staff)
and the Museum of Contemporary Art, Tokyo.Participants: 78 Review of School Gallery Talks: July 25 (Fri.)
Other seminarsTotal participants: 118 (7 groups) 6) Internships                                                               As part of its mission of developing human resources in areas related to
                                                               western art and also as a way to further garner and broaden
                                                               understanding of the museum's activities, the museum invites the5) Volunteer Activities
SgV.e,℃aili":tge//rP,i2.g:./£,Er,gSsSsf:oS;.afi/i8,:,exdgagivkhS/lii:M･eW,r:･,kaiZf:･.OiS,t.ie,//1･SeR2,C.:, k£.S,igCiR..Xcti?e.nOsf,i"stZskntgfg,il,li.ge,X.Li/A/l",tagtg,Xet,¥･ll･,?:ngti8,IhlSi:/LS,icf,s?/1?!,ifurl.g,Ys:./.),rf
also participated in training sessions held throughout the year in order edVCatiOnal Prggrams, with ea.ch. int.ern taking part in hands-on work in
to acquire the knowledge and techniques necessary for their activities. their own specific area of specialization.
In 2008, 19 new members joined our volunteer team, bringing the total .number of volunteers to 34. The new members attended training [EdUCatiOP]. . . . .
sessions as preparation for their activities starting from 2009 -netremr:SMEatyi Ml .itMtUairSchA,3Kl¥02(?oUgkUda, RUrikO ESaki
-Activities SuReryisor: Yoko Terashimageilrg/iy,,Zrs,?6a,,m,g?fe,g.3gFs,m,it¥P.80,Sr9.IEig.-) 'rel"/i"r,ig,ir20illi.lliM,a,kis,z.o,",tss.,M,asg.k",tigil:2,2r,?8,kte.c:"g.e,,,,.,,,...,,,,
Made displays to help visitors learn about NMwA volunteer activities Main Building
and introduced their accomplishments to visitors during the "FUN DAY                                                               [Curatorial]2008" event#g,gp,:/t.:6,e}s,?2a'}/;,:.}ls,ts.,:.',s,fo.rda?;i'bi,di2':gtifihgethFeU:hDr"isYm2aOg'8prgger:mtfor i,/iip/gei"}Iy/,Y,sPo"ir'ii].ft]1'ilgS/hm"ir/a,'s:agR3,lg,ankfi)?p,i,,,..,,,.,,.,..,....,,,,.i,.fth,
                                                                 works in the collections and compiling a catalogue.nTraining and Meetings
April lg (sat) Lecture l Presentation of new highlight COUrSeS fOr Intern: yukari yano
                School Gallery Talk Term: April 17-August 131
June 12 (Thu,) Trial of Doyo Bijutsu program "Ichi, Ni, San, Shi, Supervisor: Mina Oya
                Go! Rodin" Training Program: AsLgisted with the preparation of the exhibition "Frank
September4 (Thu,) Meeting on the up-coming event "FUN DAY" Brangwyn"
October 16 (Thu.) Review of the activities implemented by the
                volunteers in the first half of 2008
November7 (Fri.) Overview of upcoming training sessions and 7) COOPeration with Other lnstitutions
                necessary paperwork for new volunteer staff Off-campus Course for the Tokyo Metropolitan Asuka and Oizumi
                members Sakura Senior High SchoolsNovember 14 (Fri.) Lectures "Flemish Old Master Paintings" by Atsushi June 13 (Fri.), October 24 (Fri.) and some dates from the programs of
                Shinfuji and "French Paintings in the 19th Century" Fun with Collection.
                by Megumi Jingaoka Participants: 10
NOVeMber28(Fri'ill.,i,:.".gr:,:,g":Od,V2"r.it8,IX,,;,8.t,:,S,e,N.//i,W2.tt'zbie.a,¥ghSa:R: T.O,5Y,O,M.egEO,ROBig2g.U,eg,O,",i{h,,?gP?g'(VM08:")Eef5(F.),2o(sat),2i
DeCeMber5(Fri)
i{81.gk:.",rE:.g,pg,Oh.X,.?l.¥,/,e..lidl,,9E,fsE.,d,.".,Ct;a.,t,.iO,pn.,gPgri.2.reM,.95tg5 /:S.e",iEg)F,.w.i:et,hechristmasprogram
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Cooperation with the Graduate School of Humanities and
Sociology, the University of Tokyo
T( rm: April 1, 2008- March 31, 2009
This program sought to deepen the understanding of Cultural Materials
Research specialists in this program and carry out mutual exchange on
research and education.
8) Publications
- Exhibition brochures
"Corot"
"Vilhelm Hammersh¢i"
"The Louvre"
iJunior Passports
Exhibition guide for primary school and junior high school students:
"Corot"
"Vilhelm Hammersh¢i"
"The Louvre"
iZephyros
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                  ([Yoko Terashima, Saki Yokoyama, Yuko Waragai)
Staff List
Education Department:
Yoko Terashima
Saki Yokoyama
Shigehiro Maezono
Yuko Waragai
Atsuko Sato (Guest Researcher)
VolunteerStaff:
Tomoko Arai, Marie Ando, Sachiko Ishikawa, Kiiko Isoda, Takako Ito,
Naoko Inoue, Shigeru Ogawa, Maki Ozao, Enko Kurimori, Hiroe Sato,
Koichi Sawano, Wakana Shibata, Eiko Shirota, Yuki Suzuki, Takenori
Taniguchi, Naoko Terashima, Yasuko Nagai, Keiko Nakano, Hiromi
Nakamura, Noriko Hashimoto, Tamaki Hatanaka, Akemi Hamada,
Kaneko Hinotani, Megumi Hiraga, Keiko Fukura, Nobuo Bunya, Hisayo
Bessho, Naoya Maeda, Chiho Michioka, Michiko Miyoshi, Hiroe
Moriyasu, Mitsue Yamamoto, Misako Yokohata, Ayako Yoshida
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